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　プロジェクトリーダーを務めます、地球研の中塚 武で
す。2010 年 4 月以来、4 年に及ぶ長い準備期間（IS-1 年、
FS-2 年、PR-1 年）を経て、ようやく今年 4 月から、5 年




















われている過去 2 千年間の気候復元（PAGES 2k network, 
2013）に参加し、東アジアの西暦 800 年以降の 1 年単位























　   Societal Adaptation to Climate Change : Integrating Palaeoclimatological Date with Historical and Archaeological Evidences
   
    Newsletter      高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による                                                             気候変動に強い社会システムの探索
   No.1  1/6/2014　　 大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 総合地球環境学研究所 中塚研究室
PAGES 2k Network (2013), Continental-scale temperature variability 
　during the last two millennia, Nature Geoscience, 6, 　　339-346.
Cook et al. (2013) Tree-ring reconstructed summer temperature 　　　
　anomalies for temperate East Asia since 800 C.E , Climate 　　　　　　
　Dynamics, 41, 2957-2972.
    ◆　歴史学 ・ 考古学と気候学の統合によって、
　　　　　　新しい地球環境学の構築を目指します！　　　　　　　

























間の延長、 年から月 ・ 日レベルへの解像度の向上な








































    ２　　プロジェクト研究員からのごあいさつと抱負  　
    ◆　歴史学 ・ 考古学との連携に向けた古気候データの収集と解析　　　　　　　　　　　　
    ◆　出土木製品研究の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   佐野 雅規（さの まさき）　






は、 大きな社会変動 （鎌倉幕府の滅亡など） があった時
期の気候を調べて、 気候と社会変動との関連性をよみと
く、 という手法が取られることが多かったように思います。
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近世史研究が現代に果たす役割を考える
    ◆　気候変動データを歴史分析に生かす　　　　　　　
   鎌谷 かおる （かまたに かおる）　
   伊藤 啓介 （いとう けいすけ）　
    ◆　“古文書” 活用の新たな可能性と



































         抽出し、 年層ごとに酸素同位体比を分析した）
採取された年輪コア
ドリルによる年輪の柱状資料 （コア） の採取
    ４　研究最前線
　大阪府立 近つ飛鳥博物館において、 今年 3 月に展示され
たパネルからの転載です。 プロジェクトで開発した年輪セル
ロース酸素同位体比による新しい年輪年代法を用いて、 年代




    ◆　柱根 598 の年輪セルロース酸素同位体比による年代決定の手順
       高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索　Newsletter No.1  June 2014 　５    
    ◆　福岡市内遺跡出土木材のサンプリング調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
    ６　　調査報告　　  
調査期間 ： 2014 年 5 月 7 日～ 9 日
調査者 ： 佐野雅規 ・ 村上由美子
    ◆　近江国湖西の寺院日記調査 （天気記述抽出作業）
ます （写真左）。
　サンプルは地球研に持ち帰った後、地下の実験室でまず分析にかける準備を行います。
瞬間接着剤で台木に固定 （写真中央） した後、 ダイヤモンドカッターを用いて木口面を
スライスし、 厚さ 1.5mm の薄板を２枚採取します （写真右）。 これでセルロース抽出の準
備が整いました。 続きの工程は次号以降でお伝えします。 　（村上）
サンプリング状況
調査期間 ： 2014 年４月２２日～
調査者 ： 鎌谷かおる
　滋賀県大津市の円満院末門跡坊官 （※注） の西











　西坊家史料 「日記」 は、現在大津市歴史博物館に寄託されており、本調査についてご協力いただいております。 （鎌谷）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西坊家史料 「日記」
厚さ 1.5mm の薄板に加工するサンプルを台木に固定する
　連休明けに福岡市埋蔵文化財センターにおいて、 弥生時代と中世の出土材 70 点からサンプリングを行いました。
　3 月の中塚・佐野による事前調査に基づき、 候補とした博多遺跡群 （中世）、 今宿五郎江遺跡・橋本一丁田遺跡 （弥
生時代） などの出土材から、 年輪数が 50 以上あるものを選び、 鋸で木口面を切断して厚さ数 cm のサンプルを採取し
※ 門跡 ( もんぜき）：皇族・貴族の子弟が出家して、 入室している特定の寺格の寺家・院家のこと。 江戸時代には、 宮門跡・摂家門跡・
　　　　　　　　　　　　　清華門跡 ・ 准門跡等に区分され制度化された。
　　坊官 （ぼうかん） ： 門跡などの坊に仕える俗形の法師のこと。
    ◆　近江国湖西の寺院日記調査 （天気記述抽出作業）
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プロジェクトメンバー一覧 (6 月１日現在）
【中世史グループ】
○田村 憲美          ( 別府大学文学部 )
○水野 章二          ( 滋賀県立大学人間文化学部 )
　伊藤 啓介　       ( 総合地球環境学研究所 )
　河角 龍典          ( 立命館大学文学部 )　
　清水 克行          ( 明治大学商学部 )
　高木 徳郎          ( 早稲田大学教育学部 )
　西谷地 晴美      ( 奈良女子大学文学部 )
        　
【近世史グループ】
○佐藤 大介          ( 東北大学災害科学国際研究所 )
○渡辺 浩一          ( 国文学研究資料館研究部 )
　荻 慎一郎　       ( 高知大学人文学部 )
　鎌谷 かおる       ( 総合地球環境学研究所 )
　菊池 勇夫           ( 宮城学院女子大学学芸学部 )
　佐藤 宏之           ( 鹿児島大学教育学部 )
　高槻 泰郎　　　( 神戸大学経済経営研究所 )
　高橋 美由紀　   ( 立正大学経済学部 )
　武井 弘一　       ( 琉球大学法文学部 )
　平野 哲也           ( 常磐大学人間科学部 )
　中山 富廣           ( 広島大学大学院文学研究科 )
　山田 浩世　       ( 沖縄国際大学 )　
 
【地球研・研究室メンバー】
　中塚 武           ( プロジェクトリーダー )  nakatsuka
　佐野 雅規       ( サブリーダー，古気候 )  msano   
　村上 由美子   ( 先史・古代史 )  mura
　伊藤 啓介       ( 中世史 )  k-itou
　鎌谷 かおる   ( 近世史 )  kamatani
　許 晨曦          ( 古気候 )  
　政岡 二三笑   ( 事務 )  f.masaoka
　李 貞　　　  ( 大学院生 )
　※ @chikyu.ac.jp を後ろにつけていただくと、メールアドレス
   　 になります。
★プロジェクトリーダー
　中塚 武   ( 総合地球環境学研究所 )
★サブリーダー
　佐野 雅規　( 総合地球環境学研究所 )
★プロジェクトメンバー（○はグループリーダー／グループサブリーダー／五十音順）
【古気候学グループ】 
○安江 恒          ( 信州大学山岳科学研究所 )
○阿部 理          ( 名古屋大学大学院環境学研究科 )
　香川 聡           ( 森林総合研究所 )
　木村 勝彦       ( 福島大学共生システム理工学類 )
　久保田 好美   ( 国立科学博物館地学研究部 )
　財城 真寿美   ( 成蹊大学経済学部 )
　坂本 稔           ( 国立歴史民俗博物館 )
　許 晨曦           ( 総合地球環境学研究所 )
　庄 建治朗   　( 名古屋工業大学大学院工学研究科 )
　平 英彰   　　( タテヤマスギ研究所 )
　田上 高広       ( 京都大学大学院理学研究科 )
　竹内 望   　　( 千葉大学大学院理学研究科 )
　多田 隆治       ( 東京大学大学院理学系研究科 )   
　箱崎 真隆　   ( 名古屋大学年代測定総合研究センター )
　平野 淳平   　( 防災科学技術研究所 )
　藤田 耕史       ( 名古屋大学大学院環境学研究科 )
　光谷 拓実       ( 奈良文化財研究所 )
　森本 真紀       ( 名古屋大学大学院環境学研究科 )
　横山 祐典       ( 東京大学大気海洋研究所 )
　渡邊 裕美子   ( 京都大学大学院理学研究科 )
【気候学グループ】                                                                    
○芳村 圭          ( 東京大学大気海洋研究所 )
○栗田 直幸      ( 名古屋大学大学院環境学研究科 )
   植村 立          ( 琉球大学理学部 )                                   
   渡部 雅浩      ( 東京大学大気海洋研究所 )
【先史・古代史グループ】
○若林 邦彦      ( 同志社大学歴史資料館 )
○樋上 昇         ( 愛知県埋蔵文化財センター )
　赤塚 次郎      ( 愛知県埋蔵文化財センター )
　今津 勝紀      ( 岡山大学大学院社会文化科学研究科 )
　藤尾 慎一郎   ( 国立歴史民俗博物館 )
　松木 武彦     ( 国立歴史民俗博物館 )
　村上 由美子  ( 総合地球環境学研究所 )










す。                                                                                   （伊藤）
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■ 各グループの今後の予定 
■ 研究室通信 


















　７月２４日・２５日（木・金）　    先史・古代史グループ研究集会　（於　総合地球環境学研究所）
   Full Research 開始から２ヶ月が過ぎました。
研究室では隔週でセミナーを開催し、各分野の研究について理解
を深めています。
  また毎日のランチタイムをともに過ごしながら、それぞれの研究
分野についての情報交換をしつつ交流を深めています。
  お近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。
（写真左から　鎌谷・政岡・村上・伊藤・中塚・李・許・佐野）
